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1. 研究の背景と目的 

広島県宮島は年間約 400 万人が訪れる観光地で、訪

れるにはフェリーで島に渡る必要があることから自動

車からはある程度隔離された形となっており、歩行者

空間を中心とした観光地が形成されている実例とみな

すことができる。 

 一方、和歌山県高野山は年間約 130 万人が訪れる観

光地で、訪れるには、公共交通利用では、電車、ケー

ブルカー、バスを乗り継ぐ必要があり、近年は自家用

車を利用して訪れる観光客の方が多くなっており、歩

行者と自動車交通の混合が問題となっている例である。 

 本研究は車通りが少なく車と人が別々に移動しやす

い宮島と、車と人が入り混じり移動しにくい高野山を

事例として、観光地内における歩行者および車両の交

錯状況を把握するとともに、街路条件の違いによる歩

行特性の違いを明らかにすることを目的とする。 

 

2. 調査方法 

宮島と高野山における街路条件の異なる 4つの通り

を調査対象とした（表 1）。歩道があり、歩行者のみが

通行できる空間が確保されている例として高野山の金

剛峰寺前の通り（写真 1）を、歩道がなく、路側帯を

歩行しなければならない例として高野山の小田原通り

（写真 2）を、道路幅員が 3～4ｍと狭く、歩車共存の

街路となっている例として宮島の町家通り（写真 3）

を、車両の通行規制がなされ、歩行者専用の街路とな

っている例として宮島の表参道商店街（写真 4）を取

り上げた。それぞれの街路において表 1 に示す調査 

表 1 調査対象街路 
 街路条件 調査対象街路 調査日時 

1 歩道あり 金剛峯寺前（高野山） 2013 年 11 月 4 日

（月・祝）8～17 時 2 歩道なし 小田原通り（高野山） 

3 歩車共存 町家通り（宮島） 2013 年11 月23 日

（土・祝）9～17 時 4 歩行者専用 表参道商店街（宮島） 

 

日時においてビデオ撮影を行い、写真内に示す範囲に

おける歩行状況の観察及び歩行速度の計測を行った。 

 
写真 1 金剛峯寺前の調査範囲 

 
写真 2 小田原通りの調査範囲 

 

写真 3 町家通りの調査範囲 

 

写真 4 表参道商店街の調査範囲 
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3. 歩行特性の考察 

(1)歩道のない通りの歩行者の様子（小田原通り） 

小田原通りは歩道がなく白線が引かれている状態

である（写真 2）。そのため車道にはみ出て歩行する人

がいる。時間毎にはみ出た人を見ると（表 2）、人通り

が最も多い13時台が749人中240人で最も多かった。

しかし割合でみると 13 時台ははみ出た人は約 32％で、

人通りの少ない 9 時台は約 55％という結果となった。 

この結果から、人通りの多さがはみ出る原因にはな

らないことが分かる。9 時台は交通量も少なく、はみ

出ても危険ではないと歩行者が判断したものと思われ

る。昼は路上駐車が目立ち、その影響で車道にはみ出

る人が多くなっている。昼は交通量も多いため危険な

時間帯である。 

 

(2)歩車共存の通りの歩行者の様子（町家通り） 

町家通りは島内を自動車で移動することができる

唯一の街路となっており、歩行者と自動車が接近する

ことが多い。 

自動車と交差する人の数を見ると（表 3）、総歩行者

数3500人中1342人の歩行者が車と交差していること

が分かった。この結果から、歩行者の約 4 割が自動車

と接触する危険をおかしていることが分かる。 

 

(3)歩行速度の比較 

 5 分間歩行者交通量が 50～60 人程度の時間帯を抽

出し、歩行速度の比較を行った（表 4）。金剛峰寺は歩

道があるため自動車の影響はないと言える。歩行速度

は店舗の多い金剛峯寺の南側で遅くなっていることが

分かる。 

小田原通りは歩道がなく白線だけが引いてあり、そ

の白線からはみ出ることがあり、車道に出てしまう歩

行者がいる。また、路上駐車があり歩行者の妨げにな

っている。しかし、歩行者速度は、金剛峯寺と同程度

で店舗の多い南側で若干遅くなっていた。 

町家通りは、幅員が約 4m と狭く、歩行者と自動車

が接近するが、歩行速度に影響を及ぼすほどではなか

った。 

表参道商店街は歩行者専用の通りであり、また沿道

に店舗が立ち並んでいることから若干遅めの歩行速度

であった。 

 

表 2 小田原通りにおける白線をはみ出した人の数 

 

歩行者 

交通量 

(人) 

白線を 

はみ出した

歩行者数

(人) 

うち路上駐車

によりはみ出

した歩行者数

（人） 

白線を 

はみ出した

歩行者の

割合(％) 

8 時 117 41 4 35.0 

9 時 249 137 87 55.0 

10 時 260 100 28 38.5 

11 時 530 207 112 39.1 

12 時 626 225 117 35.9 

13 時 749 240 115 32.0 

14 時 710 194 69 27.3 

15 時 319 121 83 37.9 

16 時 327 79 42 24.2 

合計 3887 1344 657 34.6 
 

表 3 町家通りにおける自動車と交差する人の数 

 

歩行者 

交通量 

(人) 

うち自動車

と交差した

歩行者数

(人) 

自動車と

交差した歩

行者の割

合(％) 

自動車 

交通量(台)

9 時 347 79 22.8 113 

10 時 286 112 39.2 103 

11 時 337 164 48.7 101 

12 時 417 198 47.5 55 

13 時 536 200 37.3 58 

14 時 628 253 40.3 69 

15 時 674 194 28.8 83 

16 時 275 142 51.6 89 

合計 3500 1342 38.3 671 
 

表 4 歩行速度の比較 

 
 

4.まとめ 

歴史的資産を抱え世界遺産に登録されている宮島

と高野山を対象に、特性の異なる街路において歩行者

速度の比較を行った結果、歩道の有無による歩行者速

度の差は確認されなかったが、店舗の有無が歩行速度

に影響を与える可能性を示した。 

歩行者空間と街の賑わいの関連性を明らかにして

いくために、今後はさらに計測サンプルを増やしてい

く必要がある。 
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歩行者数(人) 自動車の影響
歩道あり
(高野山　金剛峰寺)
歩道なし あり
(高野山　小田原通り) (5077台/9h)
歩車共存 あり
(宮島　町家通り) (1342台/8h)
歩行者専用
(宮島　表参道商店街)

3887(人/9ｈ) 北　1.06 南　0.94

歩行速度(m/s)

5588(人/9ｈ) なし 北　1.04 南　0.91

3500(人/8ｈ) 1.06

30749(人/8ｈ) なし 0.90
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